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全国から180店の手仕事が集まる

　八頭町立八東総合運動公園屋根付多目的広場を会場
に、年に一度２日間にわたって開催される「手づくり
市 あの手この手まつり」。９回目となった2026年は過
去最多の出店数となりました。「今年は、全国から200
店を超える応募があった中から180店を選考しました。
昨年は140店でしたが、一人でも多くの方と祭りを共
にしたいと思い会場のレイアウトを何度も見直して決
めました」と、実行委員長の青木学さんはいいます。

多彩な個性がお出迎え。
こだわりの手仕事大集合

得意や好き、こだわりをあなたへ

メンバーは10人。県外からの店を多く受け入れている
理由は、地元の人がより多くの「手仕事の良さ」に触
れる機会をつくりたいからだと話します。

手から手へ、商品を渡す関係を大事に

　青木さんのものづくりとの出会いは鳥取県立智頭農
林高校時代。20代で大工仕事などを学び、やがて、ひょ
うたんを使った雑貨づくりに取り組むようになりまし
た。
　地元のクラフト作家たちが開いていた「鳥取クラフ
トキャンプ in 八頭」の運営を受け継ぎスタートした
青木さん。「お祭りをやることだけは決めて。市がお
祭りらしくなる中で、人と人との繋がりの良さが見え
てきた」と青木さんはいいます。「今はネット通販も
普及しているし、レジの自動化も進みました。そんな
今だからこそ、手から手へ商品を渡す顔の見える関係
性を大事にしたい」と楠直子さん。「あの手この手ま
つり」という名は楠さんのアイデアで生まれました。

芝生では参加者が繰り広げられるパフォーマンスを楽しむ

顔と顔が見える関係性の中で作り手から買い手へ商品が渡る

手づくり市  あの手この手まつり実行委員会　 ― 八頭町 ―
全国から手づくりの店が180店！
好きや得意を活かした店主の「こだわり」が、直接、手から手へ渡される。
人と人との出会いも行き交う手仕事の祭典「手づくり市　あの手この手まつり」。
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　会場には、アクセサリーや服飾、革製品、日用雑貨
などのハンドクラフトの店や、食べ物の店が軒を連ね
ます。そして、この祭りの大きな特徴は、並ぶのが「モ
ノ」だけではないこと。香りやマッサージ、占い、音
楽など多種多様な表現が会場を彩ります。売り手と買
い手の会話はもちろん、来場者どうしの何気ないやり
とりから生まれるつながりも祭りの醍醐味です。

手づくりの価値とその価格への気づきを

　「こだわりづくしの中で、特にこだわっているのは
食べ物です。今年は50店以上が参加しています」と話
す小倉千春さんは、自身も八頭町で体にやさしい自然
食材を使った飲食店を経営してきた経験者。「そう、
加工食品や冷凍食品がすべてよくないとは思っていま
せんが、せっかくの手づくり市。こだわりがある出店

音楽で盛り上がるステージ。手づくり野外音楽フェス
ティバル「SUN LIFE」のクルーたちも音楽は祭りに
欠かせないと初回から参加する

食品を買い求める様子 作り手と相談しながら商品を
オーダーする場面も
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者を受け入れています」と楠さんが続けます。「自分
たちも田んぼを耕して無農薬で米作りをしてきたの
で、そんな経験から生まれた思いでもある」と青木さ
んがうなづきます。
　以前、お客さん数人から「来年までに“あの手この
手貯金”をしておくね」と言われたことが忘れられな
いと青木さん。手づくりの商品は大量生産が難しく、
決して安いものばかりではありません。一方で、手入
れや修理をしながら長く使えるという良さがあります。
青木さん自身、商品の価格設定の難しさに向き合いな
がら、クラフト作家兼農家として活動を続けてきまし
た。作り手の仕事の価値について考えてもらえる機会
にもできればと話します。

手仕事の良さや、その価値を知ってほしい ―
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「子どもから大人まで
楽しんでもらいたい！」
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手から手へ、好きがつながる

　「毎年、当日になると『ああ、今年も祭りが終わっ
たな』と思うんです」と小倉さん。祭り当日は、事務
作業などを通して運営を支えてきた一年の終わり。
ほっとするひとときを迎えます。「今年の新しい試み
は、挑戦者のブースを設けたことです。出店料を抑え
た小さなブースをいくつか設け、出店へのハードルを
下げる工夫をしました。」と続けます。
　「この祭りが、ただのマルシェや一過性のイベント
で終わるのではなく、参加者が手仕事の温かさや楽し
さ、多彩なこだわりに触れる中で、『自分の好きや得
意を伝えてみたい』という気持ちが生まれるきっかけ
になってほしいです。それが人から人へ伝染してほし
い」そう話す青木さんが思い描くのは、いつか八頭町
に、個性豊かなハンドメイドの商店が軒を連ねるまち
ができること。「そんな地域ができたら楽しいだろう
な」と、はにかむように笑います。

ひかるメンバーの手腕

　会場の飾りつけは、楠さんの技が光ります。「廃材
や植物を見つけてきて飾りつけています。『その草な
ら家にたくさんある』と、スタッフのお父さんが庭の
草を刈って持ってきてくれたこともありました」と楠
さん。一見、使い道がないようなものでも、身近にあ
るものを工夫して活かす。そんな「あの手この手」の
精神は、会場の隅々にも息づいています。

　青木さんにとって、昨年の祭りは特別でした。これ
まで運営で手いっぱいでしたが、初めて店主として小
さな自分のブースを構えることができたからです。
「自分の作品に興味を持って質問してくれるお客さん
のキラキラした目は忘れられません。自分のこだわり
を直接伝えられたこともうれしかったです。商品を
オーダーいただくご縁もあり、特別な時間でした」と
青木さん。そして昨年はじめて試みた夜の部、ナイト
マーケット＆バーでは、青木さんの作ったひょうたん
ランプが温かなひかりで会場を照らしました。

手づくり市 あの手この手まつり実行委員会

TEL：090-9063-4975 （青木  学）

E-MAIL：info@anote-konote.com

活動の様子はこちらから▼
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楠さんが手がける音楽ステージのデコレーション。夜も昼間とは違った迫力がある

ナイトマーケット＆バーは作り手にも

買い手にも大好評

日暮れてなお、
熱を帯びる―。

ナイトマーケットに映える青木さんのひょうたんランプ

Ⓒ©青山剛昌／小学館
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漫画資料にアトラクションも!?
　貴重な漫画資料の展示のほか、青山先生の仕事場をリア

ルに再現した展示コーナーが見どころです。また漫画「名

探偵コナン」にちなんだ体験コーナーもあり、作品に登場

するターボエンジン付スケートボードやトリック、阿笠博

士の発明品が体験できます。

名探偵コナンに会えるまちで「謎」めぐり
―「謎解きゆらまちウォーク」に挑戦―

　館内から飛び出して、由良のまちなかを散策する

「謎解きゆらまちウォーク」に挑戦してみませんか？

コナン通り周辺にあるチェックポイントの謎を解い

て10個のスタンプを集めると、限定の待受画像がも

らえます。参加には専用アプリが必要です。詳細は

右のコードからご確認ください。

人気漫画家が生まれたまちで
漫画の世界観を体感しよう！

青山剛昌ふるさと館
公式ホームページは
こちらから！

青山剛昌ふるさと館
〒689-2221 東伯郡北栄町由良宿１４１４
入館時間｜9:30～17:30（最終受付17:00）　休館日あり
入館料金｜大人 700円、中高生 500円、小学生 300円
　　　　　小学生未満無料 ※団体20名以上100円引
TEL｜0858-37-5389　FAX｜0858-37-6475

青山剛昌ふるさと館
丨北栄町丨

2027年春、移転リニューアルオープン予定！
　現在の施設は 2027 年 1 月 11 日 ( 月・祝 ) で閉館となります。「コナン

の家 米花商店街」隣へ移転し、現在の約 3 倍の広さにパワーアップ！展

示の見どころやショップもさらに充実。展望テラスやキッズコーナー、芝

生広場など、ゆっくり過ごせる空間も新設します。

み み よ り ！

原画ギャラリーには貴重な漫画資料が並ぶ

青山先生の仕事部屋を再現したコーナー

新青山剛昌ふるさと館外観イメージ

青山剛昌ふるさと館は、漫画家、青山剛昌先生
の足跡を紹介する施設です。青山先生の思い出
の所蔵物や、漫画「名探偵コナン」「まじっく
快斗」「YAIBA」など貴重な制作資料等を展示
しています。




